











































































































































れているように 1875年で最も多く雇われた技師約 200人が 8年後の 1883年には急激に減
少し約50人にも満たなかった。４年後の1887年には約60人にまで増加していったものの、
1891 年にはまた減少し 1895 年には約 10 人となった。ここから、お雇い外国人技師は 20
年間しか必要とされなかったということが分かる。それに対し、学術教師は 1875 年の約


















氏名（国籍） 所属 月給 
カーギル（英） 工部省鉄道局 2,000円 
キンドル（英） 大蔵省造弊局 1,045円 
モレル（英） 工部省鉄道局 850円 
ケプロン（米） 開拓使 833円 
























































































































定化にさせた。こういった事態が続き、ついに日本と清が衝突したのが 1894 ~ 95年の日
清戦争である。やがて、日本は清を打ち負かしたのである。この勝利によって、日本は 3
億 1000万円の賠償金、および台湾と遼東半島を獲得したのである。 
 賠償金を獲得したことにより日本の中央政府・地方政府は強力に公共支出プログラムを
推進した。それが、戦後経営である。日清戦争が終わるにつれて、財政金融を引き締める
のではなく、継続拡大に傾いて行った。この戦後経営のため、国際収支は赤字化し、日銀
は金準備をしだいに喪失していったのである。こうして、日本は経済危機の中で第一次世
界大戦を迎えたのである。 
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 このように、日本は自国の権益を守るために「利益線」を創り上げていった。そして、
清国と激突し、勝利を手にした。この影響で、列強は弱体化した清国に対して利権の獲得、
勢力圏の設定、領土の半永久的租借など中国分割競争を行った。それに対し、日本は獲得
した賠償金で自国のインフラを発展させようと努力していたが、順調にいかず国際支出は
赤字化していったのであった。 
 
おわりに 
 以上見てきたように、日本の近代化には政府が関わっている。西欧からの技術移転には
三つの方法を行い、「和魂洋才」というスローガンをもとに近代化を進めていった。日本で
は国民による反乱は少なく、ほとんどが政府による反乱であった。天皇から権力を奪い、
政府同士が互いに権力争いをする等、すべてが政府の欲望で生じたことである。それに対
し、日本国民を見てみると封建制度で階級を定められ、明治維新までは政府に対する知識
は少なく、天皇の名前と顔すらわからない。つまり、日本国民は自分たちが米を育てそれ
を政府に渡す存在であることにあまり疑問を感じなかったのである。このような状況では
反乱も起こるが、他国と比較してみると大した反乱ではない。日本政府もこのような状況
を生かして日本国を近代化の道へ進めていったのである。また、日本政府は地租と繊維工
業を土台として大企業を創り上げていった。日本国にあるものを生かして、原材料として
日本を先進国の第一歩へと導いたのである。 
 次に私は、森嶋と同様「和魂洋才」は政府が国民に掲げたスローガンであると考える。
日本は伝統文化が強い。だが、明治維新という政府革命で日本のアイデンティティが失わ
れるのは残念だ。そのためにも、政府はこのスローガンを掲げて日本のアイデンティティ
が失われないようにしていたのだ。その影響で、日本には二重構造生活という習慣ができ
た。和風と洋風の生活習慣を一つにして一日を過ごしているのである。例として上げられ
るのが食文化や部屋のスタイルである。洋服、洋食器、洋館用家具などを創る企業が存在
するようになったのもその影響である。 
 最後に、なぜ日本は他の途上国と違った発展を成し遂げたのだろう。その一因は、日本
人が非宗教的であるゆえに唯物的であり、また国家主義的であるためではないかと考えら
れる。現代の日本人は宗教的な人もいるようだが、宗教的なものが日本に伝わってきた時、
日本人は非宗教的であったと森嶋は述べている。宗教的に物事を考えなかった日本人は大
企業を造って行き、自国を発展させることしか考えていなかったのだろう。 
 本研究は、日本の成功を研究する留学生達に対してより簡単にわかりやすく理解できる
ようにつくりあげた。今回は概観的であったが、今後、さらに詳細に研究を進めて行きた
い。 
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